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家庭科 における弁当作りを通した食教育の実践
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中学校 に お け る 食に 関す る 指導 に お い て ､ 重要な 役割を果た す 中学校家庭科の 食物分野の 実践 に つ い て ､ 食教

育の 視点も含め て の 検討を 行 っ た ｡ 授 業で 学 ん だ 知識や体験を生活 の 中で 活か す こ と が でき る ｢ 実践力｣ を育 て

る こ とを最終的な目標と して ､
生徒に と っ て 身近 な 素材で あ る ｢ 弁 当作 り｣ を 題材と して設定 した｡ 実践前後の

変容 を家庭科 お よ び 食に 関す る 指導 の 目標 の そ れ ぞ れ の 項 目で 評価 した と こ ろ ､ ほ と ん ど の 生 徒 か改善方向に変

容 した こ と か ら､ 本実践 の 有効性 が示唆さ れ た｡

キ
ー ワ ー

ド: 食に 関す る 指導､ 家庭科､ 弁 当作り

1 . は じめ に

近年､ 社会環境の めまぐるし い変化か ら､ 食 をめぐる

様 々 な問題が生 じ て い る｡ そ の ため､ 平成 1 7 年 に は食

育基本法が制定さ れ､ 国 ･ 県 をあげて 食育の充実が図ら

れ て い る｡ 学校教育に お い て も､ 全国各地で栄養教諭制

度が導入され ､ 食 に関す る指導が推進され て い る｡ 具体

的に は､ 学校ごと に学校全体の食に関す る指導の年間計

画を作成し､ 学校給食を中心 として ､ 様 々 な科目､ 総合

的な学習の時間､ 特別活動および学校行事の なか で ､ 系

統的､ 総合的に食に関する指導に取り組む よう に進めら

れ て い る ｡ しか し､ 中学校､ 特 に学校給食未実施校で は

食に関する指導の 取り組みが推進され にく い と いう現状

が ある ｡ そ う い う中で ､ 家庭科は､ 食 に関する指導の 最

も重要な役割を果た して い る と言 っ て も過言で はな いだ

ろう ｡ 家庭科に は食物分野があり､ そ の 教育目標に沿 っ

て 授業を進めるだ けで も食に関する指導の 大部分を担う

ことが できるが､ それ だ けで十分とは言えな い ｡ そ こ で ､

本研究で は食に関する指導の 視点を持 っ て ､ 家庭科の 授

業を行うため に は､ どの ような点に 注意する必要がある

の かを明らか に する ことを
一

つ の 目的とした｡

家庭科にお い て も､ 食 に関する指導に お い て も､ 学ん

だ知識や体験を生活の 中で 活かす ことが で きる ｢実践力｣

を育 て る ことが最終的な目標で ある｡ そ こ で今回は ､ 授

業 の題材とし て ､ 家 で の実践に結び つ きやす い ｢ 弁当作

り｣ を選んだ｡ 生徒 に と っ て弁当は非常に身近な素材で

ある ことから主体的な学びが期待で きると考えられる｡

ま た
､

一

食分 の食事作りよりも､ 計画から実行まで を
一

人 で責任を持 っ て活動しやす い教材で もある｡

｢ 弁当｣ を教材と した授業実践は多く行われ て い る

が
卜 5 -

､ 栄養や食品の 知識､ 調理技術を身 に つ け る こ と

を テ
ー

マ と し て い る こ とが多い ｡ 今回は､ 栄養 ･ 調理面

1) 三 重大学教育学部家政教育講座

2) 津市立 一 身 田 中学校

だけ で はなく､ 心 の育成､ 社会性の療養な ど食に関す る

指導とし て の視点もあわせ て 検討する こ と に した｡

2
. 授業概要

対象者は津市立 中学校の 3 年生女子 1 6 名､ 選択授業

の ｢技術 ･ 家庭 ( 家庭分野)｣ で行 っ た ｡ 授業 の実施期

間は平成 1 9 年 6 月 - 9 月 で ある｡ 概要を表1 に示した｡

表 1 授業概要

回 授業内容

第 1 回 弁当作 り の ポ イ ン トに つ い て 1

第2 回
弁 当作り の ポイ ン トに つ い て 2

調理実習 の 計画

第 a 回 調理 実習 ｢ 主菜作り｣

第 4 回 調理 実習 ｢ 副菜作 り｣

第 ら 回
第 3 , 4 回 調理 実習 の 報告

弁当の 献立 作成

第 6 回 調理 実習 ｢ 弁当作 り｣

第 7 回 弁当作 りの 報告会

第 1 回で は､ ｢ そ の まんま お弁当カ
ー

ド｣ ( 群羊社) と

ワ ー ク シ ー ト ( 図 1) を用 い て ､ ｢ 主食 ･ 主菜 ･ 副菜｣

と い う考え方を復習 し､ バ ラ ン ス の よ い弁当に つ い て学

習した｡ ま た､ 中学生が摂取す る の に必要な弁当の量を

把握す るため に
､
適切な容量の弁当箱を提示した｡

第 2 回で は ､ 第 1 回で 取り上 げた弁当作りの ポイ ン ト

以外の項目に つ い て確認した｡ この 中で ､
一 つ の 食材から

いろいろなおかずを作ることが できるという ことを押さえる

ために
､ 班 ごとに食材を設定して ､ 献立作成を行 っ た｡

第 3 ､ 4 回で は ､ 第 2 回 に作成した献立 に基 づ き ､

一

人
一

品 を担当し て実習を行い ､ 全体で 試食を行 っ た ｡

第 5 回で は､ 第 3 ､ 4 回の調理 実習に つ い て ､ 料理名､

材料､ 作 り方､ コ メ ン トをプリ ン トに記入 し､ 報告を行 っ

た ｡ こ れ を参考 に ､ 弁当 の献立 を作成し､ 献立作成 ワ
-
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ク シ- ト( 図 2) を完成さ せ ,
弁当作り の ポ イ ン ト( 園 5)

に し た が っ て
､ 確認 を した ｡

第 6 回 で は ､ 各自で , 材料の 時人 ､ 弁当作りの実習､

試食を行 っ た｡

第 7 回 で は, 各自か作 っ た弁当の内容 と感想を記入し

た プ リ ン ト を参考に ､ プ ロ ジ ュ ク タ で弁当 の 写真を投影

して報告を行 っ た｡

3 . 評価項 目の検討

1) 家庭科の 員標 ( 表 2)

学習指導要領
■､■に示されて い る学習内容の うち､ 本実践

にお い て 扱う こ とか で き ると考え られ る の は ｢ 食品の 栄養

的特質を知 り､ 中学生 に必要な栄養を満たす 1 L-] 分 の 献

立を考える｣ ､ ｢ 簡単な 日常食の調理ができる｣ ､ ｢ 食生活の

安全と衛生に留意し､ 食品や調 理器具等の 適切な管理 か

で き る｣ の 3 項目であ っ た o こ れ らの 項目に つ い て ､ 家庭

科の 評価項目である ｢ 家庭鞍活 へ の 関心 ･ 意欲 ･ 藍度｣ ､

｢ 生 活を創意 1 夫する能力｣ ､ ｢ 生 活の技能｣ ､ ｢ 家庭Lt
.

_
活 に

つ い て の知鼓 . 理解｣ の 4 つ の 観点か ら ､ 表 2 に 示すよう

な具体的な行動指標を設定した ｡ ま た ､ こ れ らを評価する

た め に実践の事前および事後に ア ン ケ
-

卜 ( 別紙) を行い ,

ア ン ケ
ー トに含まれない 内容に つ い て は ､ 授業で行う課題

( ワ ー

ク シ
ー ト) や 授業中 の観察に より評価する こ ととした｡

2) 食に関する指導の自捺 (表 3)

文部科学省に より作成され た ｢ 食 に関する指導参考資

料｣
て■ に よ り定義さ れ て い る 食 に 関す る 指導の 目標 は

｢ 体 の 健康｣ ､ ｢ 心 の 育成｣ ､ ｢ 社会性 の 画蓉｣ ､ ｢ 自己管理

能力 の 育成｣ の 4 項目で あ る ｡. こ れ に つ い て も家庭科の

目標と同様に表 3 に 示す ような具体的な行動指標を設定

したo 評価は 家庭科と同様 の 方法で 行 っ た ｡

4 . 生徒の 変容

1) 評価項目の 達成度から

( 1) 家庭科

家庭科の 目標に つ い て ､ 表2 に 示し た項目で 実践前後

の 変容を分析し た o
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囲1 弁当作り の ポ イ ン ト ( ワ ー ク シ ー ト)
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家庭科に おける弁当作りを通 した食教育の実践

表 2 家庭科の目標

学習指導要領上 の 目標 評価の 観点 評価可能な項目 具体的な行動指標 評価資料

食品の 栄養的特質 を知

り
､ 中学生 に必要 な栄

養を満た す 1 日 分の 献

立 を 考え る

関心 . 意欲 . 態度 ○ 栄養の バ ラ ン ス の とれ た食生活を送ろう とする 間6 ､ 間 11

創意 . 工夫 ○ 栄養 バ ラ ン ス に 配 慮 した 献立 を工 夫 で きる ワ ー

ク シ
ー

ト

生 活の 技能 ○ 弁当 1 食分 の 献立 を 立 て る こ とが で きる ワ
-

ク シ
ー

ト

知識 . 理 解 ○

五 大栄養素 を知 つ て い る 間 12

食品を6 群に 分類で きる 間 13

1 日 に 必要 な食品の 量
､
エ ネ ル ギ

ー 量がわ かる 間 3 ､ 弁当

簡単な 日 常食の 調理が

で きる

関心 . 意欲 . 態度 ○

班員と協力 して調理 をす る 観察

食事 に関す る手伝 い をす る 間 7 ､ 16

家庭で 自 ら進 ん で 調理 をす る 間 10

創意 . 工 夫 (⊃ 弁当に適 した献立を考え る こ とが で きる 献立作成プリント

生活の 技能 ○
弁当に適 した調理 が で きる 観察

一

つ の 食材から様々な調理方法を使つ て調理で きる 間 1 8 ､ 観察

知識 . 理解 ○
様 々 な 調理方法を知 つ て い る 間 1 4 , 1 8

お弁当作りの ポ イ ン トが わ か る 間 1 5

食生 活の 安全 と衛生 に

留意 し､ 食品や 調理 器

具等の 適切な管理 が で

き る

関心 . 意欲 . 態度

創意 . 工 夫

生 活の 技能 ○ 衛生 に配慮 した弁当作りができ る 観察

知識 . 理解 ○ 弁当作りに必要 な衛生面の ポイ ン トが わか る 間 1 5 ､ 観察

表3 食に 関する指導 の目標

指導目標 具体的な行動指標 評価資料

体の 健康

成長過程 に あ る 自分 の 体づ くりや
｢ 主 食 . 主菜 . 副菜｣ とい う 日 本型食生活 の

間1 ､ 間 2

健康保持の た め に必要 な エ ネ ル ギ ー

や 食事 の バ ラ ン ス を 理 解 す る こ と

が で き る○

形を知 つ て い る

1 日 に必要な エ ネル ギ - 量 がわ か る 弁当

1 日 に必要な 食品の 量が わ か る 間 3

心 の 育成

食事を作 る こ との 大変さ に 気づ き ､

毎 日 の 食生活を支え て く れ て い る

人 々 に 感謝 の 心 を持 つ こ とが で き

る

｢ い た だきます｣ ｢ ごちそ う さ ま｣ を言う 間 5

好き嫌い をしな い ○ 食 べ 残 しを しない ○ 間 6

弁 当を通 して､ 家族 と話をす る 間 8 ､ 間 9 ､ 間 1 7

食事 に関す る手伝い をす る 間 7 ､ 間 1 6

社会性 の 滴養

班活動 を通 し て 協力 し合 つ た り ､

お 互 い の 意見を尊重 し合 う大切 さ

を 知 る

班員と積極的に話 し合い がで き る 観察

人の 意見をよく聞き､ 人の 意見を尊重で きる 観察

班員 と協力 して調理 実習が で きる 観察

自 己 管 理 能 力

の 育成

自身 に ふ さ わ し い 食事 を知 る こ と

で ､ こ れ ま で の 食生 活 を 見 つ め直

し､ よ り よ い 食生 活を 送 ろ う とす

る 意識が持て る

好 き嫌い を しない ○ 食 べ 残 しを しない ○ 間 6

自分の 食生活の 課題 に 気 づく 間 1 1

食事 に関す る手伝い をす る 間 7 ､ 間 1 6

家庭で 自 ら進ん で料理 をす る 間 1 0

理 想的な弁当の 献 立 を考える こ とがで きる 献立 作成 プ リ ン ト

①食品の栄養的特質を知り､ 中学生に必要な栄養を満た

す 1 日分 の献立 を考える

｢栄養の バ ラ ン ス の とれ た食生活を送ろうとす る｣ に

つ い て は ､ 食生活に気をつ ける ことをあげさせたと こ ろ､

バ ラ ン ス に つ い て 記述し て い た生徒が 5 名か ら 8 名 に増

え て い た｡ ｢ 栄養 バ ラ ン ス に配慮した献立 を工夫で きる｣ ､

｢ 弁当1 食分 の献立 を立 て る ことが で きる｣ に つ い て は ､

図2 の ワ
ー ク シ ー ト に よりす べ て の 生徒が

一

人 で作成す

る ことが で き､ 図 3 の チ ェ ッ ク シ
ー トで 確認したと ころ､

す べ て の 生徒が栄養 バ ラ ン ス に 配慮し て い た ｡ ｢ 食品を

6 群 に分類で きる｣ に つ い て は ､
正答率が 26 % か ら 4 1

% へ 増加 した ｡ 以上 の 結果より ､ 『食品の 栄養的特質を

知り､ 中学生に必要な栄養を満たす 1 日分 の献立を考え

る』 と いう目標に つ い て は､ 五大栄養素の理解以外の す

べ て の 項目を達成する ことが で き て い た ｡ 五大栄養素に

つ い て は ､ 主食
･ 主菜 ･ 副菜の 学習の 際に ､ 意識して 確
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認す る ことが必要だと思われる｡

②簡単な日常食の調理 が で きる

｢食事に関す る手伝い をす る｣

｢ 家 で ､ 食事 に関す る手伝い を､

多くや っ て み ようと思い ますか｣

名中1 2 名が ｢ は い｣ と答えた｡

に つ い て は
､
実践後に

これま で よりもも っ と

と い う問 い に対し､ 1 6

｢ い い え｣ と答えたもの

の う ち 2 名は毎日手伝いをし て い る生徒で あ っ た ｡ ｢ 弁

当に適した献立を考え る こ とが で きる｣ ､ ｢ 弁当 に適した

調理が でき る｣ に つ い て は､ 汁ものや腐りやす い もの を

弁当の献立 として とりあげな い こ とを学習した｡ 生徒が

作成した献立 はす べ て こ の点が配慮され て おり､ い ず れ

も立 て た献立 の おか ずを調理 す る こ とが で き て い た｡

｢ 様 々 な調理 方法を知 っ て い る｣ ､ ｢
一

つ の 食材か ら様 々

な調理方法を使 っ て 調理 で きる｣ に つ い て は､ 第 2 回 の

授業で
一 つ の 食材か ら様 々 な調理方法を用い て 主菜､ 副

菜 の献立 を作成し､ 第 3 ､ 4 回 の授業で 調理実習を行 っ

た こ とか ら
､
知識や技術を身に つ ける こ とが で きた と考

え られる ｡ 最終的に作成した献立 は表 4 に示す とおり､

様 々 な調理 方法を用い た もの で あ っ た ｡ ｢ 弁当作りの ポ

イ ントがわかる｣ に つ い て は､ 第 5 回の 授業で ､ 作成し

た献立 に つ い て 図3 の チ ェ ッ ク シ
ー トで教師が確認を行 っ

た ｡ 彩りを考慮する､ 弁当に適した調理を行う (汁もの ､

腐りやす い もの を入れな い) ､ 調理作業が簡単で ある ､

様 々 な調理法を用い る と いう 4 つ の 点は､ ほ とん どの 生

徒がク リ ア で き て い たが ､ 栄養 バ ラ ン ス を考え ､
6 つ の

食品群を バ ラ ンス よく取り入れると い う点に つ い て は､

指導が必要な生徒も数名み られた ｡ しか し､ ポイ ン ト に

つ い て 教師とともに最終確認を行う こと に より ､ 自分が

見落として い た項目を認識する ことが で きたと考え られ

る ｡ 以上 の 結果より､ 『簡単な日常食の調理が で きる』

と いう目標に つ い て は ､
ほぼ す べ て の項目に つ い て 達成

で き て い たと い える｡ しか し､ 生活の 技能に つ い て は数

★ お弁当作りの ポイント★

チェ ックポイント!

㊥ ぉきさ割合 ､ O K ?
･ - - - - □

(垂 ろどり､ きれい ?
･ . ･ - - ･ ･ □

蛋) るもの ､ くさるもの なし ?
･ ･ . - □

㊤ そがしくても 簡単メニュー - - ロ

@ りどりみ どりの 調理法 ,
I - - □

6 つ の 食品群チェック ! ( 使っ た食品に○をつ けましょう)

群 食品

1 群 負 . 肉 . 那 .

豆
.

豆 製品

2群 牛乳
. 乳製品

. 小魚 .

海そう

3 群 緑黄色野菜( )

≦4 群
M
その 他の野菜( )

果物( )

米り 〈ン ･ めん ･ いも･ 砂糖

主な栄養素

たん ばく質

図3 弁 当作り の ポイ ン ト

表4 献立例

ロ
ー ル サ ン ド の り ごは ん

卵 とほ う れ ん チ - - ム ハ ム カ ツ

じや が い もの チ ー ズ焼 き ポ テ ト ソ テ
ー

サ ラ ダ ほ う れ ん草 の お ひ た し

の り ごは ん ごは ん

豚肉の し よ う が焼 き 豚肉の チ ー ズ ロ ー ル

じや がい もの チ ー ズ ソテ - グリ - ンアスパラのベ ー

コン巻き

ほ う れ ん草 の ごま あ え おく らの か つ お ぶ しあ え

ご は ん ごは ん

ウインナ
ー

としめじのマスタ
ー

ド妙め え び チ リ

ア ス パ ラ マ ヨ ネ
ー

ズ じ や が い もの 梅妙 め

に ん じん の サ ラ ダ ズッキ
ー

ニとパイナップルのサラダ

回の 調理実習で 習得させ ､ 定着させる ことば難しい と考

え られる ことか ら､ 家で の 実践を促すな ど､ 授業後も教

師から の 働きか けが必要で あると思われる｡

③食生 活の 安全と衛生に留意し､ 食品や調理器具等の 適

切な管理が で きる

こ の 目標に つ い て は､ 今回の 実践で は ､ ｢ 衛生 に配慮

した弁当作りがで きる｣ ､ ｢ 弁当作りに必要な衛生面の ポ

イ ン トがわかる｣ と い う評価項目を設定 した｡ 汁も の や

腐りやす い もの は入れな い ､ 材料 に は で きるだけ火を通

すな ど､ 具体的に授業で取り上げた点に つ い て は達成で

きたと思われる｡ しか し ､ 調理 後､ あ る程度の 時間をお

い て 食する弁当に つ い て は､ すぐに 食する普段の料理 と

違い ､ より
一

層の 衛生面の配慮が必要で ある ことを認識

させるため の 食品や器具の衛生的な取り扱い 等に つ い て

の具体的な指導が十分だ っ た とは言えな い こ とから､ こ

の 点に つ い て検討する必要がある｡

(2) 食 に 関する指導

次に ､ 食 に 関する指導に つ い て ､ 表 3 に 示した項目で

家庭科と同様に変容を分析した｡

①体 の健康

こ の項目に つ い て は､ 3 つ の 具体的行動指標を設定し

た｡ ｢ 主食 ･ 主菜 ･ 副菜と い う日本型食生活の 形を知 っ

て い る｣ に つ い て は､ 実践前は 4 名の生徒が ｢知らな い｣

と答えたが､ 実践後で は全員が ｢知 っ て い る｣ と答えた｡

｢ 1 日 に必要な エネ ル ギ ー 量 がわかる｣ ､ ｢ 1 日 に必要な食

品の量がわかる｣ に つ い て は､ ア ン ケ
ー ト結果か らは ば

とん ど変容が見られなか っ た が､ 中学校 3 年生女子に適

量な容量の弁当箱を実際に使用した こ とか ら､ 実感させ

る こ とは で きた の で はな いか と思われ る｡

②心 の育成

こ こ で は
､
4 つ の 指標を設定 した ｡ ｢ い た だき ます ､

ご ち そ うさまを言う｣ で は ｢ い つ も言う｣ が 7 名から 13

名 へ 増加 した ｡ ｢ お弁当を通して ､ 家族と話をす る｣ こ

とが ｢ よくある｣ ､ ｢ と き どき ある｣ と答えた生徒の 合計

が 8 名から 14 名 へ 増加し て い た ｡ ま た､ 今回の弁当作

りに つ い て 家族と話をした生徒は 11 名 で あ っ た｡ ｢ 食事
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家庭科にお け る弁当作りを通し た食教育の 実践

に関するお手伝いをす る｣ に つ い て は､ 家庭科の 目標で

述 べ たとおり である o

⑨社会性の 廟養

こ の 項目で は , ｢ 瑳員と槍極的に話し合い が で き る｣ ､

｢ 人の 意見を よ く聞き ､ 人の 意見 を尊重で きる｣ ､ ｢ 班員

と協力して 調理実習かで きる｣ とい う 3 つ の 指標を設定

した o こ れ に つ い て は ､ グル - プ で 活動す る こ とが少な

か っ た こ とから ､ 目標を達成で菖た と は言 いが た いc

④自己管理者巨力 の育成

こ の 項目で は 5 つ の 指標を設定した o ｢ 好 き嫌 い をしな

い
､
食 べ 残しを しな い｣ で は､ 改善 が見られなか っ た D

｢ 自分の 食生活 の 課題に気づく｣ で は ｢ 食生活で 気を つ け

る こ と｣ に つ い て 自由記述をさ せたか ､ 項目数として は

実践前後で変わらなか っ た が
､ ｢ 栄養 バ ラ ン ス｣ に つ い て

の 記述か多くみ られた ｡ ｢ 食事に 関するお手伝いをする｣

は 上記 に述 べ た とおり､ 実践後､ ほ とん どの生徒が意欲

を高め て い た ｡ ｢ 理想的な弁当の 献立を考え る こ とか で さ

る｣ で は ､ 家庭科で述 べ た とおり
､
生徒が作成した献立

は弁当作りの ポイ ン トをおさえ た理想的な献立で あ っ た o

以上 の結果より ､ 今回の よ う な実践で は 『社会性の 腐

養』 に つ い て の 目標を果た す こ と は 難し い こ と が明 らか

とな っ た o 前半の 学習 の 中で 行 っ た グル
ー

プ 活動を ､
こ

の 点を意識しながら行う必要があるだろう｡

2) 実習後の 感想から見る

実習後の 感想ほ ､ 弁当作りの 実習を行 っ た 当日 ( 8 月

2 日) に 書い た ア ン ケート (図 4 - 1) と ､ 弁当作り の ま

とめ の 授業を行 っ た 9 月 13 日 ま で に提出し た プリ ン ト

( 図 4 1 2) の 記述内容を分析した o こ れ ら 2 回 の 実習後

の感想を比較した結果､ 時間経過に伴う質的な変化はな

い と判断した｡

実習直後の ア ン ケ
ー トで は

､
｢ また

､ 弁当を作りた い と

思 いま したか｣ の 問い に ､ ア ン ケ
ー

トに答え た 9 名中8 名

が ｢ は い｣ と答えて い る｡ また ､ 弁当作り にかか っ た時間

は､ 1 時間 20 分以内が 6 名､ 1 時間以内が 3 名 で あ っ た｡

自由記述で 書い て もら っ た弁当作り の 感想で は､ ｢ お

い しか っ た ( 料理)｣ 8 名 ､ ｢ 楽 しか っ た ( 作る こ と､ 眉

い 物) ｣ 6 名､ ｢ よ か っ た ( 無事 でき た ､ 食 べ られ る味､

簡単､ 友達と仲良くで きた) ｣ 4 名､ ｢ 成功し た｣ 2 名､

｢ う ま く い っ た( 調理)｣ 2 名､ ｢ う れ しか っ た｣ 1 名､ ｢ お

も し ろ か っ た｣ 1 名､ ｢ 自信が つ い た｣ 1 名 ､
｢ 簡単だ っ

た｣ 1 名 と い うよう に ､ お弁当を無事作 る こ とが で き､

しかもおい しか っ た こ と か ら､ ｢楽 しか っ た｣ ｢ うれ しか っ

た｣ な どプ ラ ス の評価を して い る こ とかわかる｡ さ ら に ､

｢ ま た作りた い (
一 人 で

､ 自主的に)｣ 5 名 や ｢ ま た 作る

とき の 工 夫 . 改善点 ( 時間短縮､ 量の 調整､ 彩 り, 栄養

の バ ラ ン ス)｣ 4 名 や ｢ 感謝 の 気持ち ( 母 へ , 作 っ て く

れ た 人 へ)｣ 2 名 の 記 述も見られ た o し か し ｢ 失敗した

園4
-

1 弁 当作L) の 感 想

図 4 - 2 弁当作り の 感想

( 調理 ､ 量､ 材料買い忘れ)｣ 8 名､ ｢ 大変 だ っ た ( 作 る

こ と､ 面倒くさ い ､ 難 し い ､ 時間がかかる ､ 作りすぎ) ｣

3 名､ ｢糞珪しか っ た ( 調理
. 弁当箱の 詰め方)｣ 2 名 な ど

の記述も見られ た ｡

こ の 中で ､ 家 で の 今後の自主的な弁当作りの 阻害要因

に つ い て み る と
､
｢ 失敗し た｣ と ｢ 難しか っ た｣ は､ 主

に調理 に 関して の 細かな反省点の記述で あ っ た こ とか ら ､

阻害要因は ｢ 大変だ っ た｣ と い う記述 の み で あ っ た と考

え る こ とが で きるo そ こ で , ｢ 大変 だ っ た｣ と記述し た 3

名 ( A ､ B ､ C ) と ､ ア ン ケ
ー

ト の ｢ ま た､ 弁当を作り

た い と思 いま したか｣ の問 い に ｢ い い え｣ と答え た 1 名

( D ) に 注目して み る｡ A は , ｢ 大変 だ っ た｣ ｢ 失敗し た｣
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磯部由番 ･ 安野 友美 ･ 柳瀬み どり . 吉本敏子

｢ 難 しか っ た｣ ｢ 楽 しか っ た｣ と記述し ,
感想 の 中 で は

｢ ま た作り た い｣ と は書 い て い な い か､ ｢ ま た ､ 弁当を作

り た い と思 い まし た か｣ の 問 い に ｢ は い｣ と答え て い る｡

B は ､ ｢ 大変 だ っ た｣ ｢ 難 しか っ た｣ ｢ お い しか っ た｣ ｢ ま

た 作り た い｣ ､ C は ､ ｢ 大変だ っ た｣ ｢ 楽 しか っ た｣ ｢ お い

しか っ た｣ ｢ 感謝の 気持ち｣ ｢ ま た 作りた い｣ ｢ ま た作 る

とき の 改善 ･ 工 夫点｣ を書 い て い る｡ D は ､ ｢ よ か っ た｣

｢ 成功し た｣ ｢ 失敗した｣ ｢ ま た作ると卓 の 工 夫
･ 改善点｣

を記述して おり､ 自由言己述 の 感想で はま た作 る こ とを想

定した記述が見られ た ｡

こ れ ら から
､ 授業に おけ るお弁当作りは ｢ 大変だ っ た｣

と い う感想を持 っ て も､ そ の 大変さ が家で の 実践 の 阻害

要因に な っ て い な い こ とが わか っ た G そ し て
一

人
一

人 が

工夫して 取り組ん だお弁当作り の 実践に おける失敗や困

難 の 記述は､ し っ かり学習した こ と に よる気づき とし て

捉え る こ とが でき､ 達成感や楽しさが それら に 先行して ､

家 で の 実践 の 強 い動機付けに な っ て い る と考えられるo

5 . さ い ごに

今臥 中学校家庭科の 食物分野に お い て ､ 食教育の 視

点を含め た実践を行い , 家庭科に おけ る食に 関す る指導

の 可能性に つ い て検討を行 っ た o そ の結果､ 両方の 視点

か ら の評価を設定する こ と で ､ 有効な指導が行う ことが

で き る こ とが明らかと1j: っ た D ま た ､ 題材とし て とりあ

げ た弁当作りは ､ 最初か ら最後ま で一人一人が責任を持 っ

て 活動を行う こ と に なり､ 実践力 の 基礎を養うと い う点

で 有効で ある こ とがわか っ た ｡
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圃7 お 細 事l 瑚 するお､手 払 1をしますか ｡

しない する-- ･( 回数はどれくらいですれ 月_
臥 '瓢こ
_
回)

阿 8
･

お弁当を わ かけに . お井告の誌やそU) B の出来事など0 ) 榊 族と

することがあ8J ますか ｡

よくある ときどきある ない

圃9 お弁当を作ってくれる人1 = rありがとうJ rごちそうさ手jを青い 財 か｡

いつも言う ときどき言う ほとん ど言わない 言わない

怖1 0 凍で お料理をすることがあ LJ ます血
､
a

しない する一 個 軌 まどれくらいですれ 月
_
臥 逐に
_
回)

即 1 鑑 8 0 )食事で気をつfナてし､ること妊何です 机 ( 舶 答可)

附 2 五大莱兼兼とは何ですか b

即 3 次a )it 晶をB 群に分けてく1i さ
/
L ､

｡

顔 . サラダ油, 節, キャベツ _ 栄 . いも. にんじん. 大豆 .

か ぼちゃ . きゆうり . 牛孝L マヨネーズ

恥 4
'

次の兼 職 って
. お弁当の おかずを考えてください 9

たまご､ 豚肉 ､
に んじん

間1 5 お弁当作
t) の ポイント(王達 する点 ･ エ未する点など) をあIナ〔ください ｡

いくつでも暮いてください ｡

間1 6
=

崇で､ 食事に成するお手伝いを､ これまでよ
L) ももっと多くやっ てみ j:

うと思いますか｡ はい い いえ

FEll 7
' '

咽 の お弁当 例 にづい ておうちの 人と琵をしました机

はい い いえ

Tq 1 8
. 1

次の 細 っ て
. お弁当の おかず( 入 れて みf= い おかヂ ･ 作れる

おかず) を考えてください ｡

たまこ 豚肉 . に んじん

●

実技前にの み 調査し1= 項目

' '

実 飽 このみ 現重した項目
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